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東京都千代田区九段南３－８－１１ 飛栄九段ビル８Ｆ 

ＴＥＬ０３－６２７２－９０３０（代表） 

〒１０２-００７４ info@jaia.jp 

議決権のある社員の総数          ２００名 
総社員の議決権の数            ８９８９個 
出席社員数（委任状によるものを含む）  １４８名 
出席社員の議決権の総数            ８０８４個 

 一般社団法人日本アミューズメント産業協会（ＪＡＩＡ）は、６
月６日（火）１６時～、ホテルオークラ東京（東京都港区）２Ｆ「オ
ーチャード」において、「２０２３年度定時総会」を開催した。 
 
 議事進行に先立ち、山下滋会長が挨拶。３年ぶりのリアル開
催となった昨年の定時総会において里見治初代会長からバト
ンを渡された山下会長は、新体制での１年を振り返り、新型コ
ロナが落ち着きを見せるなか不安定な国際情勢がＡＭ業界に
も影響を及ぼしたとしつつ、「春からは新型コロナの位置づけ
が５類に移行、遊園施設やＡＭ施設にお客様が戻ってこられ、
過去最高の売上を上げた等々明るい話題が聞かれるように
なり大変喜ばしい」と口火を切った。そして、「前回の総会では
マイナスの予算をご承認いただき、最優先の課題としてＪＡＩＡ
の財政の健全化に取り組んできたが、各出展社様のご協力で
ＪＡＥＰＯがコロナ前とほぼ同水準で開催できたこと、経費削
減やキャッシュレス事業の補助金等により、昨年度は黒字に
転換できた」ことを報告。「財政健全化に向け色々な改革を進
め、今後も努力していきたい」と語った。 
 その改革の１つとしてあげたのが展示会。「将来のＪＡＥＰＯ
を考える会」を立ち上げ１年間かけて検討した概要を説明し、
新しいユーザーを増やすことを目的に変革していく展示会の
重要性を強調した（※展示会の詳細は７～９Ｐ）。また、昨年始
動したキャッシュレス事業に関し、多様化するレジャー産業と
戦っていくため「業界全体規模のＤＸ化」の必要性を訴え、会
員各位に理解と協力をお願いした。 
山下会長は、「コロナ明け、世の中全体が新しいビジネスを

創出しあいユーザーの取り合いになっていく」との見方で業
界発展のため尽力していく構えを示し、挨拶を締めくくった。 

 
続いて、来賓挨拶。ご臨席いただいた警察庁生活安全局保

安課・松下和彦課長、経済産業省製造産業局産業機械課・安
田篤課長からご祝辞を賜った。（※２ページに内容） 
  

ＪＡＩＡ山下滋会長 

 定款に基づき山下会長が議長となり議事進行。菊池事務局
長から出席者数が報告され総会が有効に成立することを確
認後、議長が議事録署名人として内田慎一理事、川﨑寛理事
を指名し、次の審議・報告が行われた。 
〈第１号議案〉 
 ２０２２年度事業報告、決算報告及び監査報告の承認の件 
 議長の指名により、菊池陽事務局長（以下「事務局」）が２０２２
年度における事業状況を報告。次いで、柴田健専務理事、小
竹幸浩常務理事から以下の通り補足説明が行われた後、議長
が承認を求めたところ、全会一致で承認可決となった。 
◎柴田専務理事…規制緩和について、昨年、一昨年の実績を
報告するとともに、今後も実現可能性のあるものに対して
の陳情活動を優先的に実施していくとして当面の課題を説
明。会員に対し、問題となった事例等の調査・報告を引き続
き依頼した。 

◎小竹常務理事…改革に着手した展示会について、キャッシ
ュレス事業について報告。後者に関しては、普及促進を優
先すべく方向転換したため当初予定より事業内での黒字化
に時間を要することになったこと、今後は業界内外含め、
地方における説明会開催を予定していることを説明した。 

〈第２号議案〉 定款の一部変更に関する承認の件 
理事会議事録の署名人を法律の規定にあわせ一部変更（会

長→代表理事）することについて事務局が説明。議長が承認
を求めたところ、全会一致で承認可決となった。 
〈第３号議案〉 役員の辞任に伴う後任役員選任の件 
 ３名の理事からの理事辞任の申し出を受け、理事会で理事
候補の選任が行われ、後任理事が選任されたことについて事
務局が報告。議長が承認を求めたところ、全会一致で新理事
３名が承認され、就任した。（※２ページに新理事） 
〈報告事項〉 ２０２３年度事業計画及び収支予算の件 
 ４～６Pに「２０２３年度事業計画」を掲載。 

一般社団法人 日本アミューズメント産業協会 
「２０２３年度 定時総会」開催 



 本日、日本アミューズメント産業協会の定時総会が執り
行われたことを心からお慶び申し上げますとともに、ご
列席の皆様におかれましては、平素から警察行政の各般
にわたり深いご理解とご協力をいただいておりますこと
に対しまして、この場をお借りして厚く御礼を申し上げま
す。 
 
 先般、新型コロナの位置づけが５類に移行され、社会経
済も正常化されつつあります。業界においては、これまで
感染防止のため、細心の注意を払いながら様々な対策を
講じられてきたことに対して、深く敬意を表する次第です。 
 
 さて、警察庁では、昨年、解釈運用基準を改正し、クレー
ンゲームで取り扱う物品の価格をおおむね１，０００円以下
のものと見直しました。 
 今年の春から多くの商品が各営業所に出てきていると
聞いており、今後、ますます客が楽しめる場となるものと
思っております。 
 
 貴協会におかれましては、アミューズメント業界の中核
組織として、業務の適正化を図るほか、社会貢献活動とし
て、社会福祉施設の子どもたちに対する支援活動を展開
されていると承知しています。 
 ゲームセンターは、家族連れでも楽しむことのできる
健全なレジャーの場となっており、引き続き、法令に則し
た営業が行われるよう、会員の皆様に研修等をしていた
だくとともに、多くの人が明るく楽しめるアミューズメント
パークづくりにご尽力されることを期待しております。 
 
 最後になりますが、貴協会のますますのご発展と、本
日ご列席の皆様のご健勝とご多幸を心より祈念いたしま
して、私の挨拶とさせていただきます。 

 本日は、日本アミューズメント産業協会の定時総会にお招
きいただき、ありがとうございます。 
 
 日本経済の足元の状況としましては、皆様のおかげをもち
まして、賃上げが少しずつ進みつつあり、国内投資も増えつ
つあり、経済産業省としては、これをチャンスと捉え、政策を
動員して消費の拡大、生産性の向上につなげ、さらに経済を
活性化していきたいと考えております。 
 
 そうした中で、アミューズメント業界は、市場規模がコロナ
禍から回復しつつあるとうかがっています。 
 ２月には３年ぶりのＪＡＥＰＯが開催されましたが、盛況だっ
たと記憶しています。 
 今年１１月には、会場を東京ビッグサイトに変えてアミュー
ズメントエキスポが開催されるとうかがっており、新型コロナ
の位置づけが５類に引き下げられたことから、さらに盛大と
なり、国内外に向け最新の機種、サービスが発信されること
を期待しています。 
 
 先ほどの山下会長のご挨拶にもありましたキャッシュレス
決済推進事業に関し、経済産業省としても色々な業界にＤＸ
を進めていただくよう働きかけるなか、ＪＡＩＡは他の業界団
体に比べても、いち早く最新の取組をしていただいている
と考えています。是非、こうした取組を今年度も拡大してい
ただき、ＤＸ化を業界あげて進めていただければ幸いです。
我々も後押しさせていただければと考えているところです
ので、どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 最後になりますが、ＪＡＩＡ様、会員企業の皆様の益々のご
発展、ここにご列席の皆様のご多幸、ご健勝を祈念してお祝
いの挨拶とさせていただきます。本日は誠におめでとうご
ざいます。 
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三嶋 隆（みしま たかし）氏 
フリュー株式会社 
代表取締役社長 

田村 宗弘（たむら むねひろ）氏 
システムサービス株式会社 

代表取締役社長 

良知 昇（らち のぼる）氏 
三精テクノロジーズ株式会社 

代表取締役社長 

※
田
坂
吉
朗
理
事
の
後
任 

※
佐
藤
隼
夫
理
事
の
後
任 

※
中
川 

実
理
事
の
後
任 

●中川 実理事（常任理事）の退任に伴い、高島省吾理事（泉陽興業(株)専務取締役 東京支社長）が常任理事に就任。 
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議事審議終了後、１７時～、隣室にて懇親パーティーを実施した。 
昨年の定時総会は３年ぶりのリアル開催となったものの、コロナ禍を考慮、１社１名

のみの参加とし、軽食のみのスタイルでパーティーを行ったが、今回はコロナ以前の
通りとし、１８時半の中締めまで多くの会員が賑やかに歓談して懇親を深めていた。 
なお、懇親パーティーには、鈴木隼人衆議院議員がご出席。来賓挨拶では「これ

からも応援しています」と業界へのエールをいただいた。 

主催者挨拶 
乾杯 

中締め 
ＪＡＩＡ山下滋会長 
業界をさらに発展させるためには、ＪＡＩＡの財政健全
化により諸活動をしっかりできることが大前提となる。
業界自体のマーケットを大きくしていくことは重要。 
展示会は、各社が積極的に出展したいと思えるもの
とすることで、規模が拡大し、来場者が増える、これ
が本来の姿だと考える。本日はゆっくりご歓談いただ
き、是非１１月の展示会にも積極的なご参加を。 

ＪＡＩＡ川﨑寛常任理事 
円安や半導体の供給等まだまだ
回復しないことはメーカーにとっ
て厳しいが、ロケビジネスはコロナ
が明けて回復。インバウンドは、ホ
テル業界で９０％と言われている
が実は入国７０％くらいだそうで、
ＡＭ業界にとって伸びしろはある
のではと思っている。これから会
員の皆様と新たな開発をし、革新
的なエンターテイメントを一緒に
作り、さらに成長していきたい。 

鈴木隼人衆議院議員 

 

ＪＡＩＡ田村雅壽副会長 
今ＪＡＩＡでは、展示会の改革といっ
た新しいチャレンジに取り組んでい
る。コロナが明け、リアルが求められ
る日本の中で、元気、笑顔、リアル
の場を大切にしているＡＭ業界を
皆様と一緒に盛り上げていきたい。 



 
 
１．アミューズメント産業に関する調査研究及び業界統計の作成 
（１）景品提供営業のあり方に関する調査研究（ＡＭプライズ委
員会） 
消費者に適正な景品を適切な方法で提供することを目的と
して、次の事業を行う。 
①「景品提供営業のガイドライン」、及び「景品安全確保ガイド
ライン」等の広告掲載を行うなど周知徹底を図り、景品提
供営業の適正化を推進する。 

②消費者に適正な景品を提供することを目的として、業界と
しての適正景品を規定し、該当する旨を表示する「アミュ
ーズメントプライズマーク制度」の事業を行う。 

（２）知的財産の確立に関する調査研究（調査・統計部会） 
①会員の有する知的財産権の確立、及び保護を目的として特
許・意匠等の登録出願の際に必要となる上映・商標の使用
等、証明書の発行を行い、会員の知的財産権の確立に協力
する。 

②会員相互の知的財産権に係わる国内外問題を支援するた
め、研修会・勉強会等の実施に向けた取り組みを行う。 

③会員の商品開発及びこれに伴う技術開発に関する情報の
蓄積に資するため、業界誌等による情報収集を行うととも
に、会員がいつでも閲覧できる環境を維持する。 

④特許庁、国際知的財産保護フォーラムとの連携を進め、知
的財産の保全に関する情報収集を行う。 

（３）ＡＭ機の健全化及び啓蒙に関する調査研究〈倫理基準の
運用〉（倫理委員会） 
①アミューズメント機械の健全性を保ち、消費者に適正なア
ミューズメントマシンを提供するための表示マーク制度を
「健全化を阻害する機械基準」に基づいて運用し、健全な
機械の製造、販売及びオペレーションが適切に行われるよ
う表示マーク制度の啓蒙活動を行う。 

②ジャパン アミューズメント エキスポ等の機会を利用して、
表示マーク制度の業界内外への啓蒙活動を行う。 

③アミューズメント施設への「健全化を阻害する機械基準」の
啓蒙活動を行う。 

 
２．アミューズメント産業に関する技術の開発研究・標準化の推進 
（１）関係法令等の検討作業への協力（ＡＭ技術委員会） 
安全・安心なアミューズメントマシンを消費者に提供するため、
国が行う技術的な関係法規や基準等の検討を行う各種委員
会に委員を派遣し、検討作業に協力するとともに、会員企業に
速やかに情報提供を行う。また、会員の製品開発に資するた
め、会員企業より希望者を募り、国立研究開発法人産業技術総
合研究所（産総研）を訪問し施設見学及び情報交換を行う。 

（２）ＪＩＳ規格の策定事業（ＡＭ技術委員会―ＪＩＳ検討分科会） 
 当協会が改正発行を行い２０１８年５月に国の整合規格に採用さ
れたＪＩＳ「家庭用及びこれに類する電気機器の安全性―第２-
８２部：サービス機器及びアミューズメント機器の個別要求事
項」について、２０２３年度に改正が予定されているＪＩＳＣ９３３５-
１の内容を踏まえ改正の必要性について検討を行う。 

 
３．アミューズメント産業に関する情報の収集及び提供 
（１）アミューズメント文化の振興〈業界プロモーション、アミュ
ーズメント産業情報の収集、協会機関紙等による情報発信、
ＨＰコンテンツ拡充、業界統計調査〉（調査・統計部会―統計
調査特別委員会／広報活動部会） 
①アミューズメント業界の楽しさや、現状を広く一般に理解し

てもらうため 、 「ＪＡ Ｉ Ａホームページ （ＵＲ Ｌ＝
http://www.jaia.jp）」を運営し、世界に向け発信する。 
また、各種メディアでの業界関連記事を増やすことを目的
に、統計資料や業界トピック等のコンテンツをホームペー
ジを通じてマスコミ向けに提供することで、業界の話題の
露出増加を図り、最終的には消費者のアミューズメント産
業への理解促進につながるよう活動を行う。 

②消費者に適切なアミューズメント機器を提供するため、行
政機関や関連団体等からの各種情報の収集に努めるとと
もに、会員への周知徹底を図る。 

③消費者に対し、アミューズメント機器の楽しさや、アミュー
ズメント業界の現状を広く一般に理解してもらうため、展示
会等の機会を利用してマスコミに向けた業界動向、協会活
動等についての情報発信を行う。 

④協会ホームページ等を通じて、省庁からの連絡等をはじめ
とした各種情報の提供を速やかに行い、会員の事業推進の
サポートを行う。 

⑤協会広報紙「ＪＡＩＡプレス」を発行し、ＪＡＩＡの活動内容及びア
ミューズメント業界に関する時宜にあった情報提供を積極
的に行う。 

⑥長期に亘り低迷を続けるメダルゲームジャンルについて
調査研究を行い、ジャンルのてこ入れを図るとともに、活
性化を行う。 

⑦アミューズメント産業の一層の発展に資することを目的と
して、年１回の実態調査を行い、アミューズメント産業界の
現状を精査する。また、得られた調査結果を「実態調査報告
書」としてまとめ、業界内外に提供して、業界理解の促進に
努める。 

（２）アミューズメント文化の海外への情報提供等〈海外市場
の拡大に向けた取り組み〉（ＡＭ国際委員会） 
海外のアミューズメント市場の拡大を目的とし、会員企業が
展開を行う際のリスク軽減に向けた方策や市場動向に関する
情報を収集し、会員に提供する。 
また、日本のアミューズメント製品の海外における競争力強
化や、良質な海外製品の日本市場への導入に資するため、海
外の実情視察会の開催を検討するほか、海外展示会（中国ＡＡ
Ａ、広州ＧＴＩなど）の情報を収集し、結果を会員に報告して情
報共有を行う。 
 

４．アミューズメント産業に関する展示会、講習会、研修会等の
開催 
（１）展示会「ジャパン アミューズメント エキスポ（JAEPO）」の
開催（JAEPO実行委員会） 
業界活性化のためゲームセンターのファン層を拡大するこ
とを目的に、毎年開催している展示会「ジャパン アミューズ
メント エキスポ」を、今年度より、会期を１１月に、会場を東京ビ
ッグサイトに変更し、パブリックをメインとした新しい展示会
に変更して開催する。 

（２）関連法令、協会自主基準等に関する講習会の実施（広報
活動部会） 

 アミューズメント業界に関連する各種法令や協会の自主基準
に関する説明会・講習会等を開催し、会員並びに業界関係者に
広く有益な情報を提供する。 

 また、特に中小企業に対し新製品の時宜に適った発表の機会
を提供するなどして業界の活性化を図る。 

 
５．アミューズメント産業に関する内外関係機関との交流の促進 
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（１）国内関係機関との交流 
 ①経済産業省などの関係官庁及び同省関係団体との交流を

行う。 
②消費者に適切な映像を提供することを目的とし、映像関連
の団体と映像表現の倫理に関する連絡会を開催し、団体間
の情報交換を行う。 

   映倫管理委員会 
（一社）コンピュータエンタテインメント協会（CESA） 

   コンピュータソフトウエア倫理機構 
    コンピュータエンタテインメントレーティング機構（CERO） 
③（一社）コンピュータエンタテインメント協会、日本ｅスポー
ツ連合（JESU）等の関係団体や（一財）デジタルコンテンツ
協会等の周辺業界団体との連携を保ち、各種の情報収集を
行う。 

④経済産業省が所管する「キャッシュレス推進協議会」に参画
し、情報収集と提供を行うことでアミューズメント業界にお
けるキャッシュレス化を推進する。 

（２）海外の業界団体との交流（ＡＭ国際委員会） 
アミューズメント産業に関する世界各国の法規制や商習慣等
に関する情報収集や市場調査を目的として、海外のアミュー
ズメント業界団体と協力関係の強化を図り、交流を促進する。
また、各国業界団体が業界視察として来日した際の表敬対応
を行う。 

（３）海外における知的財産権保護の活動 （ＡＭ国際委員会
／調査・統計部会―知的財産委員会） 
会員企業の有する知的財産権を保護するため、中国、台湾、
韓国等のアジアを中心として、模造行為に対する情報を収集
するとともに対応策を検討する。 
 

６．アミューズメント産業に関する登録の推進 
（１）アミューズメント機器の表示マーク制度（倫理委員会―倫
理審査委員会） 
 アミューズメント機器の健全性を保ち消費者に適切な製品を
提供するため、「健全化を阻害する機械基準」に基づく表示マ
ーク制度の周知徹底を図り、健全なアミューズメント機器が製
造・販売・流通・営業されるように努める。 

（２）ＡＭプライズ表示マーク制度（ＡＭプライズ委員会） 
 ＡＭプライズの健全性を保ち、消費者に適正なプライズを提
供するため、ＡＭプライズマーク制度を適切に運用して健全
なプライズが流通するように努める。 

 
７．前各号に掲げるもののほか、この法人の目的を達成する
ために必要な事業 
 
 
 
 
１．総説 

ＪＡＩＡ施設営業事業部は、 
（１）アミューズメント施設が国民の余暇活動の一翼を担って

いることを自覚し、 
（２）青少年の健全育成にかかわる責務があることに留意し、 
（３）地域社会の人々と協調した防犯活動に積極的に参加し、 

もって、国民の理解と協力を得て健全な施設営業を推進する
ことを目的として、以下の諸活動を展開する。 
 

２．一般事業活動 
（１）公益事業活動 
①地域懇談会 
地域懇談会は、法令の規制緩和に関して重要な意義を有して
おり、長年にわたって全国で開催してきたこの活動が、２０１６
年６月の法改正の中で大きく評価を受けてきたところであり、
２０２３年度も、本部事業として全国展開する。各都道府県にお
いては、都道府県庁、都道府県警察本部、教育委員会、地域の
青少年問題に携わる方々と連携を密にし、懇談会を開催する。
懇談会では、相互に意見交換し、アミューズメント施設の健全

性の理解を高め、施設営業に資するとともに、事業部の諸活
動に理解を求める。 

②アミューズメント・ラブ・エイド 
 児童養護施設、特別支援学校、老人福祉施設などの方々をア
ミューズメント施設に招待し、あるいは機器を各施設に持ち込
んで、アミューズメントに親しんで戴く「アミューズメント・ラ
ブ・エイド（愛の助け合い運動）」の催しは、当会の社会福祉事
業の一環として実施してきたところであり、当面は地域を限
定して開催していくこととする。 

（２）業界活性化事業活動 
 店舗活性推進委員会を中心として、市場活性化のための施策
を立案し、加盟会員の経営基盤の拡充に努める。 
①店舗運営能力向上に向けた企画 

 店舗運営の活性化にあたっては、店舗従業員のスキル向上の
ための「アミューズメントスタッフ検定」を開催し、店舗運営
の収益向上や健全化の推進を図る。 
②店舗運営活性化企画 

 店舗運営の活性化に資するため、会員店舗の情報共有体制を
構築。店舗運営のツール提供や、ゲーム機械等に特化した研
修の実施などの経営支援施策となるような施策を図る。 

（３）研修事業活動 
①青少年指導員養成講座 
 研修委員会の主導のもと、９月１３日、１４日の両日は東京都にお
いて、１１月９日、1０日の両日は大阪府において、全国防犯協会
連合会との共催による青少年指導員養成講座を開催する。本
年度の募集定員は両会場併せて概ね１２０名とする。講座では、
「店舗でのトラブル対策」「青少年に対する接し方」などの実
務的な問題を取り上げ、これらについてグループディスカッ
ションを行い、繁華街の施設を視察するなどして研修の効果
を高める。 

 研修修了者には〈青少年アドバイザーの証〉及びその資格を
明記した名刺を交付し、各施設において指導的な役割を担っ
てもらい、店舗運営の向上と健全運営の推進に資する。 

（４）広報事業活動 
 機関紙ＪＡＩＡプレスには、業界のトップ・ニュースをはじめ、理事
会や専門委員会などを開催したホットな話題、報告を掲載、さ
らに、各地区本部、府県本部の活動内容、各地区で開催される
地域懇談会、店舗管理者研修会などの開催状況、アミューズ
メント・エキスポなどの各種イベントなどの開催状況の掲載、
行政官庁からの啓蒙活動の協力等、加盟会員に情報を発信し、
業界への理解に資するために管轄警察機関をはじめ、地域団
体や関係諸機関に配布する。 

（５）健全化事業活動 
 風適法及び風適法施行条例等の法令を遵守し、健全営業の徹
底に努めるため、以下の活動を行う。 
①健全営業の徹底 

 業界が抱える各種の規制があるが、業界が規制緩和を要望
するためには、現行法規を厳守していることが前提となる。
このことを加盟会員全員が認識し、施設運営の健全化を徹底
する。特に１６歳未満の年少者の立入り時間規制（平成２８年６月
２３日施行）については、大半の都道府県条例において保護者
同伴の場合の時間規制緩和が行われているところであり、施
設運営上での法令遵守を徹底する。 

②健全施設ステッカー 
 会員ステッカーは、加盟会員と非加盟会員とを識別し、店舗の
お客様には安心安全に過ごしていただける施設であること
が周知されてきているところ、現在の認知度を維持しつつ、
「ＪＡＩＡ」ステッカーへのソフトランディングを視野に入れた対
応も行う。このステッカーは、地域懇談会などでは加盟会員
店舗に掲示されていることを説明し、安心・安全なアミューズ
メント施設であることを説明。また、会員には、店舗の健全性
の確保に努め、非加盟会員との差別化を顕著にすることにも
繋がり、その効果は大きい。 

③子供１１０番 
全都道府県全店で展開している「子供１１０番の家」活動を継続
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する。行政当局及び全国防犯協会からも感謝されており、洩
れなく活動の輪を広げることにより、犯罪から子供や女性等
を守る地域活動に寄与する。 

④規制緩和の要請 
 風適法関係の規制緩和等について、法規部と規制緩和委員会
と連携し、引き続き、業界の適正運営に資する規制の改正を要
望していく。 

 
３．関係団体との連携活動 
（１）警察庁及び都道府県警察 
 ＪＡＩＡ法規部の事業として、警察庁との連携を密にし、施設営
業上の諸問題に関して協議し、国民的視野に立った規制緩和
について意見交換する。 
各都道府県警察本部との連携に関しては、営業にあたっての
法令上の問題点などについて意見交換を行い、業界からの
要望事項を伝える。また、各警察本部本部長以下の幹部及び
担当課を表敬訪問し、ＪＡＩＡの活動について説明し、理解を求
め、違法営業に関しての徹底的な取締りを要望する。 

（２）全国防犯協会連合会 
 全国防犯協会連合会（全国風俗環境浄化協会）が行う事業活
動を積極的に支援し、また連携を密にして、ＪＡＩＡの活動につ
いて説明し理解と協調を求める。 

 
４．事業部内諸活動 
（１）施設事業部会（運営委員会） 
 運営委員並びにボードメンバーで構成、適宜開催しＪＡＩＡ理事
会・総会に付すべき案件その他重要な案件について審議する。 

（２）全国情報交換会 
 全国情報交換会は、２０２３年９月２８日～２９日の日程で、北海道
で開催する。加盟会員が一堂に会して様々な情報を寄せ合い、
業界が抱える諸問題について意見交換するなどして、会員相
互の結束を高める。 

 
 
 
 
１．遊戯施設に関する調査研究事業（遊園企画委員会／遊園
技術委員会） 
 遊園施設に関する建築基準法をはじめとする関係法令の調
査研究及び海外基準の情報収集・検討を行うとともに、コンプ
ライアンスの周知徹底を図り、事故防止のための活動を一層
強化する。 
また、昨年３月末に施行された告示第４１２号「遊戯施設の維持
保全に関する準則又は計画の作成に関し必要な指針」につ
いて周知・徹底する。 
 

２．遊戯施設に関する情報の収集及び提供（遊園企画委員会） 
 遊園施設に関する部会員間の情報交流及び関係法令の改正
等関連情報の提供や会員間の情報交換を行う。 
また、定期検査報告受付による遊戯施設の台数の取りまとめ
や地域・機種別の統計を行うなど、建築基準法以外の関係法
令等についても情報提供を行う。 
 

３．遊園施設に関する安全対策の調査研究と安全管理講習
会の開催（遊園技術委員会） 
 多様化・高度化する遊園施設においては、日常の点検整備な
ど維持管理面における安全確保と日常営業における運転操作
など運行管理面からの安全確保が、ますます重要になってい
ることから、それらの観点から安全確保のための方策につい
て調査研究するとともに関連法規の改正情報等について調
査研究する。 
本年度は、平成１８年に改訂・作成した「遊戯施設 セーフティ
ダイジェスト」の改訂作業を技術委員会において行う。 
また、遊園施設の安全をテーマに例年開催している「遊戯施
設安全管理講習会」を開催する。本講習会は、昨年度も新型コ
ロナウイルス感染症対策のうえ、従来の対面式で開催し６６名

の受講者があり、本年度も従来の開催方法で概ね同様の受
講者数が見込まれる。 
 

４．アミューズメント産業に関する内外関係機関との交流の促進 
（１）遊園施設に関する国内関係官庁及び団体との交流 
（遊園企画委員会／遊園技術委員会） 
 国土交通省、経済産業省、特定行政庁などの関係官庁及び一
般財団法人日本建築設備・昇降機センターをはじめとする関
係団体との交流、役員・委員の派遣等を行う。 

（２）海外の業界団体との交流（遊園国際委員会） 
韓国のＫＡＡＰＡ（(社)韓国綜合遊園施設協会）等の遊園施設に
関する海外団体との情報交換などの交流を行う。 

（３）ＩＡＡＰＡとの交流支援活動（遊園国際委員会／遊園企画委員会） 
米国の国際的な遊園施設団体ＩＡＡＰＡとの情報交換及び交流
活動を行う。 
 

５．アミューズメント産業に関する登録の推進 
（１）遊戯施設に関する定期検査報告（遊園技術委員会） 
 建築基準法第１２条第３項に基づく遊戯施設の定期検査報告制
度の調査研究と報告書の代行受付を行う。 

 なお、定期検査報告制度関連の関連法規等の改正等が行わ
れた場合は、その改正事項を調査研究し、関係者に周知徹底
する。定期検査報告台数については、概ね昨年度（２０２２年度）
と同数の１，０５０台を予定。 

（２）中小企業等強化法に伴う証明書の発行（遊園企画委員会） 
遊園地用設備に関し、平成３０年４月に施行された生産性向上
特別措置法に基づく、先端設備等導入計画について（経済産
業省中小企業庁）に基づく証明書の発行事業を行う。昨年度
は４件発行した。 
 

６．前各号に掲げるもののほか、この法人の目的を達成する
ために必要な事業 
 

 
 

 
（１）キャッシュレス決済推進 
 ＪＡＩＡコードデーターベースの活用促進を軸に、キャッシュレス
端末やＰＯＳ端末の業界への普及を進めることで、施設と機械
のＤＸ化を進め、施設運営の省コスト化、省力化を進める。 

 
（２）アミューズメント・エキスポ事業 
①業界活性化のためゲームセンターのファン層を拡大するこ
とを目的に、毎年開催している展示会「ジャパン アミューズ
メント エキスポ」を今年度から会期を１１月に、会場を東京ビッ
グサイトに変更し、パブリックをメインとした新しい展示会と
して開催する。また、開催前日には、都内ホテルにて懇親パ
ーティを開催する。 

②これまでＪＡＥＰＯでビジネスをメインとして出展されていた
会員企業の意向を踏まえ、１１月のＪＡＥＰＯにおける適切な商
談環境の構築あるいは商談に特化した新たな見本市の新設
について検討を行う。 

 
（３）業界実態調査 
 機器メーカー及び施設営業者などについての実態委託調査
を行い、「アミューズメント産業界の実態調査」として纏め、会
員及び関係諸機関・団体等に配布する。 

 
（４）アミューズメント業界が提供するサービスの質的向上を
目指し、他業種の最先端のサービス提供の状況や先進的
な取り組みにより顧客が満足するサービスを提供してい
るアミューズメント施設の視察を行う。 
 

（５）賀詞交歓会 
 ＪＡＩＡ主催の賀詞交歓会を、２０２３年１月１９日」、都内ホテルにお
いて開催し、業界関係者の親睦を図るとともに情報交換をする。 

以上 

遊園施設事業部 ＪＡＩＡ統一事業活動 
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開催概要決定！  

出展社募集を開始しました 
 一般社団法人日本アミューズメント産業協会（ＪＡＩＡ）は、２０２３年１１月２５日（土）、東京ビッグサイトにおいて
「アミューズメント エキスポ in TOKYO BIG SIGHT」を開催します。 
 この展示会は、これまでの「ジャパン アミューズメント エキスポ（ＪＡＥＰＯ）」を見直し、新たなユーザーの開拓、
ゲームファン拡大に向けて開催スタイルの変革を図るものです。 
 大きな変更点は以下の通りとなっており、パブリックをメインターゲットとしつつ、同時に、ＢｔｏＢを目的とする
会員企業向けにも適切なビジネス環境が提供できるよう考慮しています。 
 出展申込締切は、８月１日(木)。従来のメーカーのみならずオペレーターの出展も誘致することで出展社の幅
を広げ、より魅力ある展示会を目指します。多くの会員の皆様のご出展をお待ちしています。 

開 催 概 要 
名 称 

アミューズメント エキスポ ｉｎ 東京ビッグサイト 

ＡＭＵＳＥＭＥＮＴ EXPO in TOKYO BIG SIGHT 
 

主 催 

一般社団法人日本アミューズメント産業協会（ＪＡＩＡ） 
 

会 場 

東京ビッグサイト 第２・３ホール 
 

日 時 

２０２３年１１月２５日(土) ９：００～１７：００ 
 

入場料 

ビジネス来場者…無料 

（招待制・ビジネス関係者限定） 

一般………………有料（詳細は検討中） 

主 な 変 更 点 
ＪＡＥＰＯからの                   
●イベント開催内容を端的に表現できるよう、名称を「アミ

ューズメント エキスポ（AMUSEMENT EXPO）」に変更。 
●アクセス・利便性の向上、会場面積の拡大により、より多

くの来場者をお迎えできるよう会場を「東京ビッグサイ
ト」に変更。 

●出展社の負担軽減を図るべく、開催日を１日に集約し、開
催時間を１時間延長。 

●商談スペースの環境を調整し、一般来場者の入場を制限
する「ビジネスエリア」を設置。 

●「ビジネスエリア」以外の出展では、自ブース内での物販
を可能に。 

 ※販売物については事前の届出制とし実行委員会で確認。
ゲームマシンの営業使用は不可。 

●アミューズメントマシンだけでなく、オペレーターも含む
業界全体からの出展を誘致し、さらに周辺異業種からの
出展を積極的に誘致。 

●集客力と情報発信力を高めるため、主催者ステージや
キッズコーナー等の主催者イベントの拡充を図る。 

【主要スケジュール、募集要項等は８～９Ｐ】 

 新生「アミューズメント エキスポ」開催に向け６月１５日(木)、オンライン
による意見交換会が２回実施された。エキスポ実行委員会の前段階とな
る準備委員会（西村宜隆委員長＝(株)コナミアミューズメント）主催。予め
会員にはＺＯＯＭ会議ＵＲＬをメールで送付しており、展示会に関心があ
る、または出展を検討している会員が都合の良い時間（２回とも同じ内
容）に自由に参加するスタイルで、およそ１時間にわたる会議となった。 

ＪＡＩＡ小竹幸浩常務理事が司会を担当。「展示会をより良いものにす
べく疑問点、問題点をはじめ会員の皆様のご意見をお聞きする場」とし
て、沖田勝典実行委員長（(株)コナミアミューズメント）の挨拶、準備委員
会のメンバー紹介があった後、制作・運営担当から資料をもとに展示会の
説明があり、続けて活発な質疑応答、意見交換が行われた。 

 
【沖田勝典実行委員長挨拶概要】 
 コロナもようやく落ち着いてＡＭ施設にお客様が戻ってきているが、た
だ、コロナ前と同じ状況にはなかなかならないと思う。コロナでプレイヤーの
遊び方・時間の使い方など行動が変わり、いわゆる「ニューノーマル（新常
態）」の時代になった今、業界自体が変化していかなければならないので
は。そうした考えで、時代にあった新たな展示会の必要性を感じる。業界
一丸となって取り組む新生アミューズメントエキスポを通じ、希薄になった
人と人とのつながりを再構築し、家を出てリアルに楽しむことを促進し、世
の中を明るく元気にしていければと考えている。 



 
 
内容と規定をご了承の上、「出展申込書」を下記にＥメールまたは
郵送にてご提出ください。 
 

一般社団法人日本アミューズメント産業協会（JAIA） 
〒１０２－００７４ 

東京都千代田区九段南３－８－１１ 飛栄九段ビル８Ｆ 
ＴＥＬ03-3556-5522  ＦＡＸ 03-3556-5524 

Ｅ-mail   info@jaia.jp 
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2018.6② 主要スケジュール 

意見交換会 

（オンライン） 
募集〆切 

入金〆切 

出展説明会 

図面・ 

提出書類〆切 設営 開催・撤去 

６／１５ ８／１ ８／３１ １０／２０ １１／２４ １１／２５ 
THU TＵＥ THU ＦＲＩ ＦＲＩ ＳＡＴ 

出展料金  

１小間 ＝ ３ｍ × ３ｍ （９㎡） 
 
ＪＡＩＡ会員／３３０，０００円（税込） 

一  般 ／４８４，０００円（税込） 
 
〈出展料金に含まれるもの〉 

基礎小間・電源・パスなど事務局発行物 

申込方法 

■出展資格 
①一般社団法人日本アミューズメント産業協会（ＪＡＩＡ）会員 
②上記の他、主催者が出展を認めた企業または団体 
※②の場合、出展申込の際に「会社案内」「出展予定製品の
カタログ」を添付ください。ただし、業務用アミューズメン
トマシン、乗物・遊園施設機器、プライズゲーム用景品の
いずれかを出展する企業は、ＪＡＩＡ会員であることが必
要です（海外企業を除く）。入会には理事会審査がありま
すので、お早目にＪＡＩＡ事務局までお問合せください。 

  【ＪＡＩＡ事務局 担当：浅見】 
 

■出展品 
アミューズメントおよびエンターテインメント関連のサービ
ス、製品で、予め主催者の承認を受けたもののみ出展する
ことができます。 
※ゲームマシンの営業使用はできません。 
 

■出展品の検査 
①書類審査 
 出展説明会で発行する出展品リスト等に基づき、実行委
員会が事前に書類審査を行います。この審査で出展不適
当と判定されたものは出展できません。 

②会場検査 
 設営日の夕刻、会場にて実行委員会による出展品の検査
を行います。ここで出展不適当と判定されたものは出展
できません。 

 ※これら審査・検査の結果、出展社が被る損害について、
主催者は免責とします。 

 ※判定基準は公表いたしません。 
 

■出展できないもの 
次に掲げるものは、出展・カタログ配布・小間内表示等がで
きません。下記各項に抵触する恐れがあるもの、または不
明な点がある場合は、出展申込前に事務局にお問合せくだ
さい。 
①公序良俗に反するもの。 
②他の知的財産権を侵害するもの。 
③（一社）日本アミューズメント産業協会（ＪＡＩＡ）の「健全化
を阻害する機械基準」「健全化を阻害する機械基準の運
用規程」に違反しているもの。 

④ＪＡＩＡの「ゲームセンター等における景品の取り扱いに関
する要領」及び「アミューズメント施設における景品提供
営業ガイドライン」に抵触する機械及び景品。 

⑤日本国内での営業に使用できない景品類及び知的財産
＿ 

権を有する者からの日本向けの許諾を得ていない景品
類（景品類は、実行委員会による書類審査の際に、ライセ
ンサーまたは許諾の権利を有する代理店などからの日
本向けアミューズメント用景品としての許諾を確認でき
る書面を提出していただきます。また、景品の制限価格
〈１０００円〉を超えるものは出展できません）。 

⑥メーカーの許諾を得ていない中古品。 
⑦ＪＡＩＡ倫理表示マークの貼付がない４号転用機。 
⑧ＪＡＩＡ倫理表示マークの貼付がないメダルゲーム機。 
⑨映像、デザイン、音声等による表現が、青少年の健全育成

上好ましくないと考えられるもの（例：脱衣シーン等の卑
猥な表現及び残酷な表現等）。 

⑩上記の他、主催者が不適当と認めたもの。 
※当たり付き自動販売機等、アミューズメントマシンと誤解を

招く恐れがあると主催者が判断した製品の出展は、主催者
の発行する注意書きを表示していただく場合があります。 

※日本国内での営業使用が認められない可能性のあるリ
デンプションマシン等の製品の出展は、主催者の発行す
る「海外仕様」ステッカーの表示が義務づけられます。 

※景品提供機については、風俗営業適正化法解釈基準に
適合しないものは出展できません。新製品や機能の追加
などで適合しているか否かが不明な場合は、ＪＡＩＡ法規
部において、その構造、提供方法を確認させていただき
ます。法規部で確認していない景品提供機については出
展できない場合がありますのでご了承ください。確認申
請の方法については、出展説明会でご説明いたします。 
 
ご注意 ヘッドマウントディスプレイ等を使用した

ＶＲ機等の出展について
ＶＲ機等の出展に関しては、いかなる仕様・運営形態であ
っても他の出展品と同様、ＪＡＩＡが制定した「健全化を阻
害する機械基準」に従い、ＪＡＥＰＯ実行委員会にて審査を
行います。また、展示運営にあたっては出展社の責任に
おいて年齢制限や安全管理等、プレイヤーへの安全配慮
をお願いいたします。 

 
 
■小間設備や装飾について 
①基礎小間 

Ｗ２．９７ｍ×Ｄ２．９７ｍ （約９ｍ） 
【付帯設備】 
●システムパネルによる通路に面しない側壁・後壁 
 ※角小間の通路側の側壁はつきません。 
 ※四方に隣接小間がない島小間の場合、壁面やパラペッ

トは設置しません。 



 

2023.6⑨ 

2018.6② ●パラペット 
●社名板（統一書体・文字色ダークグレー） 
●１次側幹線工事（１小間あたり１ｋＷ） 
※出展料に含まれるのは交流単相１００Ｖ５０Ｈｚのみで、超過
分や他の供給方式（交流単相２００Ｖ５０Ｈｚ／交流３相２００
Ｖ５０Ｈｚ）が必要な場合は別途有償となります。 

※小間内の２次側配線工事は出展社の費用負担です。 
②自社装飾を行う場合の主なレギュレーション 
 基礎小間を使用しない、または一部を使用して出展社の
費用負担、設計、施工により装飾を行う場合は、下記の規
程を参考に小間数をご検討ください（詳細は出展説明会
でご説明します）。 

③高さ規程 
 出展製品を含む小間内のすべての造作は、浮遊するアド
バルーンを除き高さ５ｍ以下（外周に位置していて６０小
間以上の独立小間は高さ６ｍ以下）とします。 
ただし、隣接小間がある場合は、隣接面から１ｍの範囲の
高さを２．７ｍ以下とします。なお、二階建て構造、天井吊り
構造を行う場合は、会場・消防署の定めによる制約があ
りますので予め事務局にお問合せください。 

④セットバック規程 
 観客やイベント参加者が通路に溢れて他社の迷惑になる
ことを避けるため、小間内にステージや大型モニターを
設置する場合には、必ず以下の通りセットバックしていた
だきます。申込小間数のご決定に際し、ご留意ください。 

◇ステージ 
  小間数により、以下の通りセットバックしてください。 
  ・７０小間以上…小間と通路の境界線から３ｍ以上 
  ・６９小間以下…小間と通路の境界線から２ｍ以上 
◇スクリーンやモニター等の映像機器 
  小間数に関わらず、画面サイズにより以下の通りセット

バックしてください。 
  ・８０インチ以上…小間と通路の境界線から２ｍ以上 
  ・５０～７９インチ…小間と通路の境界線から１ｍ以上 
  ※画面の下限が３ｍ以上の高さに設置する場合は除く 
⑤電気容量の追加 
 １小間あたり１ｋＷを超える容量を必要とする場合は、出展
社の負担にて追加工事を行うことができます。工事費は
会期後に事務局よりご請求いたします。 

【追加分の１次幹線工事費】 
１ｋＷあたり１０，４５０円（税込）／１ｋＷ刻みで切り上げ 

■物販を行う場合のご注意 
自社ブースで物販を行う場合は、日本国内に消費者窓口を
有し、販売後のアフターケアが行えることを条件とします。
また、販売商品や金銭の管理はすべて出展社の責任におい
て行ってください。 
※物販に関する詳細規定については、８月３１日に開催する
出展説明会にてお知らせいたします。 

 

■小間転貸等の禁止 
出展社は、主催者の許可なく小間の全部または一部を他社
へ譲渡、貸与することはできません。（有償、無償を問いま
せん）。 

■開催の中止・変更規程 
①主催者は、天災、戦争、テロ、疫病（感染症の広範囲にわ
たる流行及び会場周辺での地域的な流行を含む）、社会
インフラ（電力、通信、交通機関を含む）の重大な障害、政
府・行政および公的団体等による規制または要請、その
他の不可抗力により、本展示会の開催が困難と判断した
場合、開催前または開催期間中であっても、開催の中止、
開催期日・開催時期の短縮を決定できるものとします。 

②主催者は、前項に基づき本展示会の開催を中止した場
合、それに伴って出展社に生じた損害について何ら賠償
する責任を負わないものとします。但し、本展示会を事前
に中止した場合は、中止決定日までに要した諸経費等
（中止決定日までに支払い義務が生じた経費を含む）を
出展料から差し引き、残金があった場合は出展社に返金
することがあります。 

 

■出展キャンセル・変更規程 
出展社の都合により申込を取り消しまたは変更する場合は
申込締切日までの期間に書面によりお申出ください。この
期間を過ぎた場合の取消し・変更はできません。また、一旦
お支払いいただいた出展料は払い戻しいたしません。 
 

■出展社説明会及び小間位置の決定 
出展社説明会は下記の通り開催いたします。当日は、出展
関係規程の説明と小間位置の決定を行いますので、出展社
は必ずご出席ください。 
 
   〈出展社説明会〉 
   日時 ８月３１日(木)１４：００～１５：００ 
   場所 セガサミーグループ本社 

“ＧＲＡＮＤ ＨＡＲＢＯＲ” 
      講堂「ＬＩＧＨＴＨＯＵＳＥ」 
 
なお、小間位置は実行委員会が決定し、同小間数の出展社
があった場合に出展社説明会にて抽選を行います。 
※小間は、原則として３ｍ×３ｍの矩形を 1単位としてその整
数倍で構成しますが、会場の有効利用の必要上、面積割
をさせていただく場合があります。その場合、間口奥行
が３ｍ単位にならないことがありますので予めご承知お
きください。 

 
 
■懇親パーティー 
会期前日１１月２４日(金) 
１８時より「グランドニッコ 
ー東京 台場」において 
懇親パーティーを開催し 
ます。詳細は出展社説明 
会でご説明します。 
 
グランドホテルニッコー東京 台場 

東京都港区台場２丁目６－１ 
０３-5500-6711 
https://okura-nikko.com 

お問合せ先 
                  

一般社団法人 
日本アミューズメント産業協会（ＪＡＩＡ） 

〒102-0074 
東京都千代田区九段南３－８－１１ 

飛栄九段ビル８Ｆ 
ＴＥＬ 03-3556-5522 
ＦＡＸ 03-3556-5524 
Ｅ-mail   info@jaia.jp 
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https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/a6546e3b-4ff3-421f-
b2aa-24a82f2efe6c/0c87a1ec/20230401_policies_youth-kankyou_hikouhigai-gekkan_04.pdf 

https://www.moj.go.jp/hogo1/kouseihogoshinkou/hogo_hogo06.html 

 

第 73回“社会を明るくする運動” 
～犯罪や非行を防止し、 
立ち直りを支える地域のチカラ～ 

 

令和５年度「青少年の非行・被害防止全国強調月間 

７
月
は
全
国
強
調
月
間
で
す 

ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
ご
協
力
く
だ
さ
い 

この運動の趣旨は「すべての国民が、犯罪や非行
の防止と犯罪や非行をした人たちへの更生につい
て理解を深め、それぞれの立場において力を合わ
せ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社
会を築こうとするものです」。 
中央推進委員会並びに都道府県推進委員会及

び市区町村等を単位とする地区推進委員会により
推進。中央推進委員会は、官公庁（最高裁判所、内
閣府、警察庁、経済産業省、国土交通省など１８機
関）をはじめ、各種団体等で構成されており、JAIA
も加わっています。 

子どもが夏休みに入る毎年７月を強調月間
とし、関係省庁、関係機関、協力・協賛団体の協
力の下、広報啓発活動をはじめとする各種の取
り組みを全国で集中的に実施。昭和５４年以来
実施されているこの活動には、JAIAも協賛団
体として名を連ねていいます。 
今年度の最重点課題は「インターネット利用

におけるこどもの犯罪被害等の防止」とし、こ
どものスマートフォン利用に関し、フィルタリン
グの利用促進、インターネットの適切な活用能
力の向上、ペアレンタルコントロールの対応等
について啓発の強化がなされます。 

2023.6⑩ 

2018.6② 



 

  

 

 
    

提出会社 ４号メーカー 機別 筐体 機種名 発行日 
(株)三田商事 ニューギン パチンコ REACHαシリーズ ＰワンパンマンＬ３－ＭＸ 2023/5/22 
(株)三田商事 三共 パチンコ REACHαシリーズ ＰＦ戦姫絶唱シンフォギア３黄金絶唱 2023/5/22 
(株)三田商事 三洋 パチンコ REACHαシリーズ Ｐスーパー海物語ＩＮ沖縄５ＬＴＶ 2023/5/22 
(株)三田商事 クロスアルファ パチスロ REACHαシリーズ パチスロ犬夜叉 2023/5/22 
(株)マインズ アムテックス パチンコ ブレイクⅡシリーズ Ｐうまい棒 4500～10500 2023/5/22 
(株)マインズ 三洋 パチンコ ブレイクⅡシリーズ ＰＡスーパー海物語ＩＮ沖縄５ ｗｉｔｈアイマリン 2023/5/22 
(株)マインズ サンスリー パチンコ ブレイクⅡシリーズ Ｐギンギラパラダイス 夢幻カーニバル 2023/5/22 
(株)マインズ サミー パチンコ ブレイクⅡシリーズ Ｐ七つの大罪２ 2023/5/22 
(株)マインズ 藤商事 パチスロ ブレイクⅡシリーズ ＳＬＯＴ とある科学の超電磁砲ＦＢ 2023/5/22 
(株)東プロ ビスティ パチンコ プロハンター Ｐゴジラ対エヴァンゲリオンＧ細胞覚醒 2023/5/25 
(株)東プロ 三洋 パチンコ プロハンター Ｐ大工の源さん 超韋駄天 2023/5/25 
(株)東プロ 三洋 パチンコ プロハンター Ｐスーパー海物語ＩＮ沖縄５ 2023/5/25 
(株)東プロ 銀座 パチンコ プロハンター Ｐ北斗の拳９ 闘神 2023/5/25 
(株)東プロ アムテックス パチンコ プロハンター ＣＲトキオスペシャル 2023/5/25 
(株)東プロ アムテックス パチンコ プロハンター Ｐうまい棒 2023/5/25 
(株)東プロ 三共 パチンコ プロハンター ＰＦダンベル何キロ持てる？ 2023/5/25 
(株)東プロ 三共 パチンコ プロハンター ＰＦダンベル何キロ持てる？ 2023/5/25 
(株)東プロ SanThree パチンコ プロハンター Ｐギンギラパラダイス 夢幻カーニバル 2023/5/25 
(株)東プロ 藤商事 パチンコ プロハンター Ｐとある科学の超電磁砲 2023/5/25 
(株)東プロ クロスアルファ パチスロ ハイパースロット Ｓ犬夜叉 2023/5/25 
(株)東プロ 北電子 パチスロ ハイパースロット マイジャグラーⅣ 2023/5/25 
(株)東プロ 北電子 パチスロ ハイパースロット ファンキージャグラー 2023/5/25 
(株)東プロ 北電子 パチスロ ハイパースロット ゴーゴージャグラー２ 2023/5/25 
(株)東プロ 大都技研 パチスロ ハイパースロット Ｓ押忍!番長ＺＥＲＯ 2023/5/25 
(株)東プロ 大都技研 パチスロ ハイパースロット 押忍!番長３ 2023/5/25 
(株)東プロ 大都技研 パチスロ ハイパースロット Ｓ押忍!番長ＺＥＲＯ 2023/5/25 
(株)東プロ ミズホ パチスロ ハイパースロット Ｓアナザーゴッドハーデス解き放たれし槍撃ｖｅｒ． 2023/5/25 
(株)東プロ ビスティ パチンコ プロハンター Ｐゴジラ対エヴァンゲリオンＧ細胞覚醒 2023/5/25 
(株)東プロ 三洋 パチンコ プロハンター Ｐスーパー海物語ＩＮ沖縄５ 2023/5/25 
(株)東プロ 三洋 パチンコ プロハンター Ｐスーパー海物語ＩＮ沖縄５ 夜桜超旋風 2023/5/25 
(株)東プロ 三共 パチンコ プロハンター ＰＦ炎炎ノ消防隊 2023/5/25 
(株)東プロ 三洋 パチンコ プロハンター Ｐ大海物語４スペシャル 2023/5/25 
(株)東プロ ニューギン パチンコ プロハンター Ｐ真･花の慶次３ 2023/5/25 
(株)東プロ SanThree パチンコ プロハンター Ｐドラム海物語 IN 沖縄 桜バージョン 2023/6/2 
(株)東プロ サミー パチンコ プロハンター Ｐ北斗の拳８ 覇王 2023/6/2 
(株)東プロ 山佐 パチスロ ハイパースロット パチスロ キン肉マン 2023/6/2 
(株)東プロ ミズホ パチスロ ハイパースロット Ｓアナザーゴッドハーデス解き放たれし槍撃ｖｅｒ． 2023/6/2 
(株)三田商事 北電子 パチスロ REACHαシリーズ マイジャグラーⅢ～ダブルアップでミリオンチャレンジ 2023/6/2 
(株)三田商事 北電子 パチスロ REACHαシリーズ マイジャグラーⅢ～ダブルアップでミリオンチャレンジ 2023/6/2 
(株)マインズ 山佐 パチスロ ブレイクⅡシリーズ ハイパーラッシュ 2023/6/2 
(株)マインズ 山佐 パチスロ ブレイクⅡシリーズ ニューパルサーデラックス 2023/6/2 
(株)マインズ サミー パチスロ ブレイクⅡシリーズ パチスロ 幼女戦記 2023/6/2 
(株)マインズ ビスティ パチンコ ブレイクⅡシリーズ Ｐゴジラ対エヴァンゲリオンＧ細胞覚醒Ｌ 2023/6/2 
(株)マインズ アムテックス パチンコ ブレイクⅡシリーズ Ｐ戦国乙女ＬＥＧＥＮＤ ＢＡＴＴＬＥ 2023/6/2 

2023.6⑪ 

2018.6② 「４号転用メダルゲーム機に係る倫理基準の運用規定」に基づき、各メーカーから 
届出のあった機械をＪＡＩＡ事務局で実査。転用に際し改造が正当に行われていると 
ＪＡＩＡが承認した機械を掲載します。 
なお、ＪＡＩＡでは会員が４号転用メダルゲーム機を製造・販売・オペレーション使用 
する際に「アミューズメント適合機」マークの表示を義務付けています。 

※２０２３年５月１０日～６月２日の期間に発行されたものを掲載。いずれも盤面販売。 

ＪＡＩＡ２０２３年度定時総会親睦ゴルフコンペ 
２０２３年６月７日（水） 「ザ・カントリークラブ・ジャパン」（千葉県木更津市） ３２名参加 

〈優 勝〉 松嶋義則（(株)ＣＷパスカ） 
※写真中央 

〈準優勝〉 奥山泰介（加賀電子(株)） 
※写真右 

〈３  位〉 原 寿成（(株)アムジー） 
※写真左 

 

          写真左 
敬称略 



  アミューズメント施設における景品提供営業のガイドライン 
２０１４年３月２７日制定 
２０２２年３月１日改正 

（一社）日本アミューズメント産業協会[ＪＡＩＡ] 

１．目 的 
 アミューズメントマシンにより提供される景品につい
てその種類、内容および営業方法を規定することにより、
公正な競争秩序を確立するとともに、景品提供営業さらに
はアミューズメント業界の将来に向けた健全な発展に資
することを目的とする。 
 
２．定 義 
本ガイドラインで規定する景品とは風俗営業適正化法

第２条第１項第５号で規定されるゲームセンター等にお
ける営業において使用される「遊技の結果が物品により表
示される遊技の用に供する遊技設備」で提供される物品を
いう。 
 
３．景品の内容 
①景品の価額 
 景品として提供する物品は小売価格でおおむね1,000円
以下のものとする。 

 小売価格とは、景品専用に開発された物品を除き、一般
市場における価格とする。 

 なお、景品専用に開発された物品であっても１個あたり
の価格はおおむね1,000円以下とする。 

②景品の種類 
 善良な風俗の保持、清浄な風俗環境の保持および青少年
の健全な育成に障害を及ぼす行為を防止する観点から、
ゲームセンター等における正常な商習慣に照らし適合
すると認められる景品に限る。 

 また、食品衛生法の遵守及び他者の知的財産権を侵害す
ることがないようにすべきである。 

 以上の点を踏まえ、次に掲げる物品等をゲームセンター
等に設置されるアミューズメントマシンにおいて提供
される景品として製造・販売・流通してはならない。 

  ⅰ たばこ、喫煙器具類およびこれらをモチーフにし
た物品 

  ⅱ 酒類、および酒をモチーフにした物品 
  ⅲ 医薬品、興奮・めまい・幻覚等の作用を目的とす

る有機溶剤や成分を含有する物品 

ⅳ 青少年の健全な育成や公序良俗を阻害する内容
が印刷または記録された各種メディア（図書、写
真、フィルム、ビデオテープ、CD-ROM・DVDな
どの記録メディア等） 

  ⅴ 性的な行為の用に供する物品および性器を模し
た物品 

  ⅵ ショーツ、ブラジャー等の下着類 
  ⅶ 金券類および類似品 
  ⅷ 食品衛生法に抵触する材料を使用した物品 
  ⅸ 偽造ブランド品や偽造キャラクターを使用した

もの等、他者の知的財産権を侵害している物品 
  ⅹ 心身に危害を与える恐れのある物品（レーザーポ

インター、刃物類） 
  ⅺ 動物愛護の精神に反する恐れのある生物 
 
４．景品提供の方法 
①クレーン式遊技機等の遊技設備によりクレーンで釣り
上げるなどした物品で小売価格がおおむね1,000円以下
のものを提供すること。 

②景品は、あらかじめ表示されている物品と同一のもので
なければならない。 

③景品と異なる高額なものをデモンストレーションとし
て展示してはならない。 

④カプセル内に品名や記号を記したチケットなどを入れ、
これを景品と交換してはならない。 

⑤提供した景品をもって他の景品と交換してはならない。 
⑥景品が手渡しで提供される仕組みの遊技の場合におい
ても、本ガイドラインの定めるところにより、景品の取
扱いをおこなわなければならない。 

⑦風俗営業適正化法に定めるいわゆる４号営業に用いら
れるパチンコ機、パチスロ機に類する遊技機、メダルゲ
ーム、ビデオゲーム、フリッパーゲーム機等の遊技機を
用いる場合においては、景品を提供してはならない。 

 
５．附 則 
 このガイドラインは、2022年3月1日から適用する。 

●荷物置き場があるところ◎。（大阪・18歳・♀） 
●メンテ頼むとすぐに見に来てくれて助かって
います。欲を言えば録画機を増やしてほしいで
す。スタッフが機械を掃除して回っているの
で、それを見ていても気分よくプレイができて
います。（大阪・27歳・♂） 

●体験チケットのＱＲコードが読み取りにくい
ので、改善してほしい。（大阪・20歳・♂） 

●客への要望。私物を置いて席を離れるのやめて
ほしい。一人で多数の席を取るのやめてほし
い。自分のゴミはゴミ箱に捨ててほしい。（大
阪・21歳・♂） 

●メダルが増えることがほとんどない。イベント
がない。常連だけど、他のゲームセンターに変
えるか悩んでいる。（大阪・39歳・♂） 

●電球等の設備不良が多い。（大阪・23歳・♂） 
●ビンゴのイベント、孫たちも楽しんでいます。 
とても満足しています。（大阪・56歳・♀） 

●店員さんが親切で感動。ＡＭ施設って、 
すごいね。（大阪・19歳・♂） 

●特に言うことがないくらい良いですよ～。（北
海道・70歳・♂） 

●余計なお世話かも知れないけど、色々ゲームを
やるのですが、設置してても赤字じゃないかと
思うゲームがあるので、それは撤去してもいい
んじゃないかと心配になります。このお店には
愛があるので、このお店が良くなることを願っ
ています。（北海道・31歳・♂） 

●ゲーム機のメンテナンス頻度が少ない印象を
受けます。トラブル対応はそれなりですが、日
頃の清掃（画面を拭く、エラーを起こしやすい
部分のゴミや埃とり等）をしっかり行っていた
だきたいです。（北海道・30歳・♂） 

●アイスのクレーンゲームをまた置いてほしい
です。（北海道・23歳・♂♀？） 

●各ゲームによって音量の差が大きすぎるよう
に思うので改善せよ。（北海道・18歳・♂） 

●基本的に問題なく遊べるのでいつも楽しんで
います。欲を言えば音量に気をつかってほし
い。（北海道・18歳・♂） 

 

ユ
ー
ザ
ー
の
声 

2023.6⑫ 

2018.6② 


